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【 

展
　
示 

】

●『
讃
岐
国
府
跡
を
探
る 

５
』　

　 

日　
　

時
：
平
成
26
年
1
月
9
日
（
木
）
〜
５
月
8
日
（
木
）  

　
　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時　

※

土
・
日
・
祝
日
は
休
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

  

場　
　

所
：
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

第
2
展
示
室　
　

　

観
覧
料
：
無
料

　
　
　
　
　
　

　
　

平
成　

年
度
の
発
掘
調
査
で
は
讃
岐
国
府
跡
の
中
心
施
設
の
一
部
を

　
　

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

　
　

ま
し
た
。
今
回
の
展
示
で
は
昨
年
度
の
調
査
成
果
を
中
心
に
讃
岐

　
　

国
府
に
つ
い
て
遺
物
と
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

【 

イ
ベ
ン
ト 

】

●
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
考
古
学
講
座

　　
『
讃
岐
国
府
が
置
か
れ
た
時
代
を
知
る
た
め
に
』　

講
師
：
真
鍋
貴
匡

　

日　
　

時
：
平
成
26
年
2
月
8
日(

土)  

10
時
〜
12
時

　

場　
　

所
：
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

講
習
室　
　

　

定　
　

員
：
30
名(

申
し
込
み
先
着
順)

　

聴
講
無
料

　

 

お
申
し
込
み
方
法  

：
事
前
に
電
話
・
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

メ
ー
ル
の
場
合
は
お
名
前
、
ご
連
絡
先
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

　
　
　

          　

   

電
話
：
0
8
7
7　

4
8　

2
1
9
1

                     　

 

メ
ー
ル
：m

aibun@
pref.kagaw

a.lg.jp

                    　

　
　
　
　
　
　
　

展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
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新宮古墳（坂出市府中町）

■発掘現場から

『 新宮古墳の測量調査』

　

新
宮
古
墳
は
６
世
紀
後
半
に
築
造

さ
れ
た
、
石
室
に
巨
大
な
石
を
使
う

巨
石
墳
で
、
綾
北
平
野
に
相
次
い
で

築
造
さ
れ
る
巨
石
墳
の
先
が
け
と
な

る
古
墳
で
す
。
新
宮
古
墳
の
周
辺
で

は
、
そ
の
後
、
城
山
城
（
古
代
山
城
）、

開
法
寺
、
讃
岐
国
府
と
い
っ
た
中
央

政
権
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ
重
要

な
施
設
が
相
次
い
で
造
ら
れ
ま
す
。

新
宮
古
墳
は
こ
の
地
域
の
重
要
性
を

考
え
る
上
で
鍵
と
な
る
古
墳
で
す
。

　

今
年
度
の
讃
岐
国
府
跡
の
発
掘
調

査
の
開
始
に
先
立
ち
、　

月
の
１
ヶ
月

間
、
ミ
ス
テ
リ
ー
ハ
ン
タ
ー
（
国
府

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
新
宮
古
墳
の
測

量
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
最
初
は

墳
丘
に
繁
っ
た
樹
木
の
伐
採
か
ら
で

す
が
、　

月
の
初
め
は
ま
だ
ま
だ
暑
い

日
も
多
く
、
暑
さ
と
や
ぶ
蚊
の
大
群

と
戦
い
な
が
ら
墳
丘
と
周
囲
の
樹
木

や
下
草
を
刈
り
取
り
、
測
量
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

新
宮
古
墳
の
測
量
調
査
の
結
果
、

墳
丘
と
石
室
の
規
模
・
形
状
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
石
室
は
全
長　

ｍ
で
、
遺
体
を
安
置
す
る
玄
室
と
羨

道
の
間
に
前
室
を
持
つ
複
室
構
造
に

1 0

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
室
の
規
模

は
県
下
で
は　

指
に
入
る
大
き
さ
で

す
。
墳
丘
は
１
辺
約　

ｍ
の
方
墳
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
新
宮
古
墳
は
円
墳
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
同
じ
綾
北
平
野
の
巨
石

墳
で
、
昨
年
度
測
量
調
査
を
実
施
し

た
穴
薬
師
（
綾
織
塚
）
古
墳
や
醍
醐

　

号
墳
が
方
墳
で
あ
る
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
興
味
深
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
　

月　

日
に
は
地
元
の
方
々
を
対

象
と
し
た
説
明
会
を
開
催
し
、　

名
の

方
々
が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
担
当
者
の
説

明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
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肌
寒
い
季
節
と
な
り
、
今
年
度
も
讃
岐

国
府
跡
の
発
掘
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

    

讃
岐
国
府
跡
の
発
掘
調
査
は
、
昭
和    

年
度
に
開
始
さ
れ
て
以
来
、
今
回
で    

回

目
と
な
り
ま
す
。
昨
年
度
の
調
査
で
は
、

瓦
葺
き
の
建
物
や
塀
の
跡
が
出
土
し
、
国

府
の
中
枢
施
設
の
一
部
を
確
認
し
、
そ
の

所
在
地
が
明
ら
か
に
な
る
な
ど
、
大
き
な

成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
、

中
枢
施
設
の
規
模
や
構
造
を
明
ら
か
に
す

る
調
査
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
度
の
調
査
で
は
、
国
府
の
中
枢
施

設
の
北
側
を
囲
う
塀
跡
や
建
物
の
一
部
を

確
認
し
た
の
み
で
、
全
体
の
規
模
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
隣
接
し
て
、
開
法
寺
と
呼
ば
れ
た

讃
岐
国
司
で
あ
っ
た
菅
原
道
真
の
漢
詩

集｢

菅
家
文
草｣

に
も
登
場
す
る
寺
院
が
存

在
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
度
の
調

査
で
は
、
国
府
の
中
枢
施
設
と
開
法
寺
を

分
け
る
塀
や
溝
な
ど
の
区
画
施
設
を
確
認

す
る
と
同
時
に
、
中
枢
施
設
の
西
部
に
お

け
る
建
物
配
置
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
開
法
寺
の
東
側
で
発
掘
調
査
を

開
始
し
ま
し
た
。

　　

調
査
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
南

北
方
向
に
延
び
る
大
き
な
溝
跡
や
多
量
の

瓦
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
大
き
な
成
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
気
を
引
き

締
め
て
調
査
を
進
め
て
行
き
ま
す
。
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石室の測量を職場体験の中学生が見学。

墳丘測量図

石室測量図

伐採作業も終了いよいよ測量開始
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